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報道関係者各位  

                                          2024 年 7 月 19 日 

株式会社東京チェンソーズ 

 

「日本一の木のおもちゃの村」目指し、大学生がデザインしたおもちゃ 3 種を新発売（7/22） 

東京都檜原村 × 桜美林大学 × 林業会社による産官学連携 

木材の利用拡大と地場産業活性へ 

 

株式会社東京チェンソーズ（東京都西多摩郡檜原村、代表取締役 青木亮輔）は、産官学連携の「子ど

もの好木心『発見・発掘』プロジェクト」を通じて開発した新たな木のおもちゃ３種を 2024 年 7 月

22 日より販売開始します。 

当プロジェクトは「檜原村トイ・ビレッジ構想」を掲げる檜原村を舞台に、桜美林大学芸術文化学群

（東京都町田市、学長 畑山浩昭）でプロダクトデザインを学ぶ大学生との協働で、林業会社ならでは

の市場に流通しない素材なども活かした新たな木のおもちゃの商品開発を行うものです。今回販売と  

なる商品はプロジェクト初年度の学生のデザインによるものとなります。 

 

 

■開発の背景 

【地場産業の活性】 

東京都檜原村は総面積の 93%が森林で、急峻な地形であるが故に建築用材を効率的に生産することが

難しく、異なるアプローチでの木材利用拡大と産業の活性化が課題となっています。こうした中、自

然が豊かで都心にも近い地理的条件を活かし、多世代が親しみやすい「木のおもちゃ」をキーとする

「檜原村トイ・ビレッジ構想」を 2018 年に掲げ、産業と観光の両軸についてさまざまな取り組みを

進めてきました。今回のプロジェクトは同構想のセカンドステージとして、メイドイン東京の木のお

もちゃの新ブランドを創出して檜原村の魅力を高めること、また、地域の林業・木材産業の活性化に

より、村の豊かな自然環境が持続可能な形で次の世代へとつながっていくことを目指します。 
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【森と人のつながり】 

森林は 50 年、100 年という長い時間軸で守り育てていく必要があり、林業会社としては特に将来を

担う子どもたちに森林の価値を伝えることが重要だと考え、基盤の森林整備事業に加えて「森デリバ

リー*」という出張型ワークショップ事業や林業体験イベント等を行なってきました。（*2022 年ウッドデ

ザイン賞林野庁長官賞受賞） 

今回のプロジェクトを通じてプロダクトデザインを学ぶ学生への地域の森への興味喚起、また、開発

したおもちゃを通じて普段木や森に触れる機会が少ない子どもたちやその親へ地域の森林への興味を

喚起し、森と人とのつながりを広げていくことをねらいとしています。 

 

■開発の流れ 

2023 年度は同大学芸術文化学群の林秀紀准教授のゼミに所属する３年生 13人が村内でのフィールド

ワークや保育施設訪問などを重ね、与えられた３つのテーマに対し、１人１つの商品アイディアを作

成しました。７月には村役場で試作品の中間発表会を実施し、吉本村長や檜原森のおもちゃ美術館の

大谷館長に講評をいただきました。そこから３種類を選定し、モニター調査等をふまえてプロトタイ

プデザインの改良、パッケージデザインやリーフレットについても学生のアイディアを取り入れ、

2024 年 7 月 22 日に販売開始となります。 

 

【関係者の声】 

・ようやくスタート地点に立つことができた。村としては、これから新たな地場産材の利用拡大に 

期待する。森林環境贈与税の創設などで国産材は注目されているので、村の木工産業をさらに盛り上

げてほしい。（檜原村役場：産業環境課 藤原課長） 

 

・学生からは自分達では出せないようなアイディアを見せてもらった。試作品を完成版までブラッシ

ュアップするのは苦労したが、弊社らしい素材を活かした、個性的な３種の製品が出来たと思う。 

（製造担当：東京チェンソーズ おもちゃ工房 工房長 関谷駿） 

 

・桜美林幼稚園で試作品を実際に遊んでもらった様子を参与観察し、自分が開発時に商品に込めた 

想いが形になっていて嬉しかった。開発はとても大変だったが良い経験になった。 

（「木んパス」プロダクトデザイン：桜美林大学ビジュアル・アーツ専修４年 川田優杏） 

 

 

「子どもの好木心『発見・発掘』プロジェクト」が目指す３つのゴール 

①子どもが感じる木の素材への“ワクワク”を起点としたおもちゃを開発し、地域産業の活性に貢献

すること 

②開発されたおもちゃで遊ぶことで、子どもたちの好奇心が「好木心」へと昇華すること 

③おもちゃを通じた子どもたちの“好き”が親や先生など周囲の大人に伝播することで、森と人との

つながりが広がっていくこと 

■プロジェクト特設サイト 

  >>  https://tokyo-chainsaws.jp/koukishin/ 

■プロジェクト発足時のプレスリリース 

 >> https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000121915.html 
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■製品概要 

 

商品名：木んパス 

材 種：東京産針葉樹 
サイズ：キャンバス（丸太）｜直径 22~24cm、厚み 3.5cm 
    イーゼル｜幅 約 23cm × 高さ 約 33cm 
価 格：14,300 円（送料別） 

URL：https://www.chainsaws-store.jp/items/86413493 

 

 

商品名 :きになるつみき 

材 種：（枝・幹）東京産針葉樹、（動物）東京産ヒノキ 
内 容 :枝パーツ５本、幹パーツ樹皮なし１２個、樹皮あり６個、 
    動物パーツ８種類各１ 
価 格：19,800 円（送料別） 

URL：https://www.chainsaws-store.jp/items/86440139 

 

 

商品名：やまもりしーそー 

材 種：（本体）東京産ヒノキ、（持ち手）東京産針葉樹の枝 
サイズ：高さ 約 35cm 長さ 100cm 奥行き 30cm 
価 格：99,000 円（送料別） 

URL：https://www.chainsaws-store.jp/items/86440510 

 

 

 

【株式会社 東京チェンソーズ概要】 

代表者：⻘⽊亮輔 所在地：東京都⻄多摩郡檜原村 654 番地 

設⽴:2006 年 7 ⽉ 1 ⽇創業、2011 年 2 ⽉ 25 ⽇法⼈化 
 

事業内容： 

①造林・育林・⽊材伐出等、森林の整備及び管理  
②根株、枝葉、板、丸太等の 1 本まるごと素材販売  
③現場直送の⽊材を使⽤した⽊のおもちゃ、什器、⽇⽤品等の企画・製造・販売  
④森林空間を活⽤した体験サービス提供 

WEB サイト：https://tokyo-chainsaws.jp 

本プレスリリースに関する問い合わせ先 

株式会社東京チェンソーズ 担当：飯塚潤子、木田正人 

メール：otsuka@tokyo-chainsaws.jp TEL:042-588-5613 


